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情報教育班 

ＭナビＴＶ情報教育チャンネルは、校内研修や個

人研修で活用できる短時間で受講可能なライブ配

信による研修プログラムです。 

令和６年度は、教育ＤＸ※に関する研修プログラム

を配信し、授業ＤＸ※と校務ＤＸ※に関する内容（生成

ＡＩの活用を含む）を取り上げます。職員会議等の時

間を利用して、御覧ください。 

※ DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル

技術を用いて変革していくことを指します。単に、アナロ

グで行われていたものをデジタルに置き換えるというだ

けでなく、デジタル技術を用いて変革させることを目的と

します。 

※答えは裏面  

今月は、情報活用能力クイズです。皆さんで挑戦してみてください。 

文部科学省 情報活用能力調査（令和３年度実施）の問題から出題 

真理さんのクラスでは、３つの班に分

かれてフードロスの削減をテーマにした

活動を行いました。右図はその活動の流

れを具体的に表したものです。図から読

み取れる内容として適切なものを、次の

１から５の中からすべて選びなさい。 

 

１ 最初に行った活動は、フードロ

スについて学習することである。 

２ インタビューの結果を整理した

後、身近なフードロスについて資

料にまとめた。 

３ Ｃ班はフードロスの発生場面に

ついて調べた。 

４ Ａ班はフードロスに関するパン

フレットを作成した。 

５ すべての班でフードロスに関す

るアンケートを行った。 
 
 

Ｍナビ TV情報教育チャンネルでも校内研修！！ ～教育ＤＸに関する研修～ 

Ｍナビ新聞で校内研修！！ ～情報活用能力クイズに挑戦～ 

※文部科学省 情報活用能力調査（令和３年度実施）の調査結果【令和 5年 3月】より抜粋 

配信予定カレンダー 
（Google カレンダー） 

総合教育センター 
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編集後記 

今回のＭナビ新聞２７号はいかがでしたか。令和６年度の M ナビ TV は「教育 DX に関する研修プログラ

ム」を配信します。「M ナビ新聞で校内研修！！」とともに、職員会議等で是非御活用ください。次回号では、長

期研修成果物「みやプロＧｏ！」を使った授業実践を紹介します。   【第２７号担当： 情報教育班 千坂】 

●正答 

A. 正答は、２、４、５と選択しているもの 

× １ 最初に行った活動は、フードロスについて学習することである。 

○ ２ インタビューの結果を整理した後、身近なフードロスについて資料にまとめた。 

×  ３ Ｃ班はフードロスの発生場面について調べた。 

○ ４ Ａ班はフードロスに関するパンフレットを作成した。 

○ ５ すべての班でフードロスに関するアンケートを行った。 

●分析・考察 

この問題は、並行処理を含んだ同時処理の図表を読み取り、適切な内容を５つの選択肢の中からすべ

て選ぶ設問であり、単一選択式でなく複数選択式であるため、消去法によって正答を導くことができない

設問といえます。 

図表は、３列構成で A～C 班の学習活動が整理されています。この問題を正答した児童生徒は、A～C

班が同時に個々で異なる学習活動を行ったり、A～C 班のうち１班だけが異なる学習活動を行ったりする

ような並行処理の表現を含む図表を適切に読み取り、正しい説明と誤った説明とを弁別できるまでに全

体の流れを理解できていたものと考えられます。また、児童生徒は、活動の流れが口頭説明や文章では

なく図式化して表現された場合でも、活動の全体像を適切に、過不足なく読み取ることができているもの

と推測されます。 

表 解答類型と正答率 

類型 内  容 正誤 
割合 

（小学校） 

割合 

（中学校） 

割合 

（高等学校） 

１ ２、４、５と解答しているもの ◎ 10.8％ 21.0％ 28.4％ 

９９ 上記以外の解答  85.0％ 77.8％ 70.8％ 

０ 無解答  4.2％ 1.1％ 0.8％ 

文部科学省によると、この問題で誤答した児童生徒で最も多かった誤答は、「２、３、４、５」の組合せで

選択したものであり、誤答選択肢３を選択していたことは、C 班の活動の列の隣に記載されていたB班の

活動と混同してしまった、「発生場面」を同じ並びに書かれていたのを「対策方法」と読み間違えた等の

可能性が考えられます。 

※文部科学省 情報活用能力調査（令和３年度実施）の調査結果【令和 5年 3月】を参考に作成 

情報活用能力は、基本的な操作等、問題解決・探究における情報活用、プログラ

ミング、情報モラル・情報セキュリティ等の学習内容によって育成されると言われて

います。タイピングや文書作成、表計算、プレゼンテーションソフトウェア等の基本的

な操作、プログラミング、情報モラル・情報セキュリティが注目されることが多いです

が、問題解決・探究における情報活用も重要です。様々な学習活動の中で、文章・

図表などの情報を適切に読み取れるようにする、複数の事象を分けて読み解けるよ

うにすることができるような機会を増やしましょう。 

「情報活用能力調査」の結果から見る指導改善のポイントがまとめられた「情報

活用能力育成のためのアイデア集」がありますので、ぜひ御覧ください。 

情報活用能力クイズの答え 

文部科学省 

情報活用能力育成のた

めのアイデア集 

（令和６年３月改定） 

https://www.mext.go.jp/content/20230711-mxt_jogai01-000026776-002.pdf

